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発 行 所   有限会社 松 香 堂 書 店

本  社 〒602京都市上京区下立売通西洞院西入る

土。日・祝日休み  TEL/FAX 075 441-6905
天満橋店 〒540大阪市中央区大手前 1丁 目3番 49号

ドーンセンター3F
水・祝日代休・ 第 3&5日 曜休み

TEL/FAX 06-910-8627
郵便 振替口座 01080_07950

(入会金800円 年会費個人2,200円  団体3,000円 )

この リス トの書籍をご希望の方は、

同封の振替用紙の通信欄でお申 し

込み下さい。書籍代は送料共でお振

り込みくださいますようお願 い致

します。

ご注文の本の定価の合計額に、下の

表の送料を合わせてお送 り下さい。

なお、お電話でのご注文も受け付け

ています。

2,000円 まで         400円
2,001円～4,000円 まで   500円
4,001円～10,000円 まで   600円
10,001円以上       700円
電話 0フ ァックス・お手紙等でのご

注文は、天満橋店にお申 しつけ下

さい。

本誌からの無断転職・ コピーはお

断りいたします。

Ⅲ特集 女性と自立 ろ編 旧o し し

1995年度のBEST20(12ペ ージ参照)に は、フェミニスト・ カウンセリング関連の本がたくさん登場

しました。こころの中を整理 し、自己表現を豊かにする方法を求める女性が増えていることがうかがえ

ます。そこで今回は「女性と自立 :こ ころ編」と題して特集を組みました。最新刊情報の本号5～ 6ペ ー

ジと合わせてご覧下さい。この一年間 (54～ 57号)に ご紹介した本は省かせていただきました。

『アサーション・ トレーニング

ーさわやかな く自己表現〉のために』

平木典子著 金子書房 1993年  1500円

「Yes」「No」 を素直に表現 し、なおかつ気持ちよい人間

関係を築いていくコツを教えて くれる本。アサーショ

ン (自 己表現)の 練習をやさしく具体的に記している。

『愛しすぎる女たち』

ロビン・ ノーウッド著 落合意子訳

読売新聞社 1988年  1500円

恋人のことで頭が一杯になってしまう「愛 しすぎる女

たち」。著者はまず自分自身を愛せる女性になろうと

呼びかけている。続編『愛 しすぎる女たちからの手紙』

(1991年 1600円 )と 合わせてどうぞ。

『「ァサTttL主ゥネス」のすすめ』
アン・ ディクソン著 山本光子訳

柘植書房 1991年  1854円

他人の言いなりでもなく、自分の都合だけを考えるの

でもなく表現する方法を学ぶ。アサーティブネスにな

りたい女性のための本。

『Yes′ B ut・ ¨―フェミニズム心理学をめざして』

ジーン・ ベーカー・ ミラー著 河野貴代美監訳

新宿書房 1989年 2472円

女 らしさの心理をフェミニズムの視点で読み解 く。同

時に、問題を言葉化 していく作業の重要性を説 く。

『生きるのが怖い少女たち

一拒食・過食の病理をさぐる』

斉藤学著 光文社 1993年 790円

ナバという拒食・過食症の女性たちが作った自助グルー

プに関わってきた著者。拒食・ 過食から見えてくる人

間関係、回復への道を探る。

『怒 りのダンスー人間関係のパターンを変えるには』

H・ G・ レーナー著 園田雅代訳

誠信書房 1993年  2781円

怒りを押さえつけず、また爆発させるのでもない方法

で表現するためのレッスン。カップル、母娘関係など

を通 して、怒 りの表現の仕方を身につける。
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『インナーチャイル ドー本当のあなたを取り戻す方法』

ジョン・ プラッドショー著 新里里春監訳

NHK出版 1993年  2300円

傷ついた子ども時代を再生 し養育することで、真の大

人のパヮーを得ようというワークブック。インナーチャ

イル ドに興味ある人にお薦め。

『拒食症―女たちの誇 り高い抗議と苦悩』

スージー 。ォーバック著 鈴木二郎他訳

新曜社 1992年  2884円

多 くの女性たちは、食欲とどうつきあうかで毎日悩む。

食物へのとらわれ、体を表現の場として使う女性たち

をフェミニズムの問題として捉えた書。

『CRグループとは何か?』

田上時子著 わかったぶらんにんぐ 1991年 800円

CRと はコンシャスネス・ レイジング (意識変革)の
略。女性たちが集まり語 り合い自らの問題を意識化 し

ていく作業の方法、生まれた歴史を語ったブックレット。

『CRを 実践するために』

田上時子著 家族社 1994年  1000円

CRを 実践する時に必要な知識、 ファシリテーター

(グ ループの水先案内人)の 役割について書かれてい

る。前書をより深めたCRの ガイ ドライン。

『自分を変える本一さわやかな女へ』

L。 ブルーム K・ コバーン J・ パールマン著

斉藤千代 河野貴代美訳 BOC出版 1977年  1339円

二人の著者は心理学者。アメリカでいち早 く自己表現

の トレーニングを始めたグループ。染み着いた女 らし

さから脱 したい人へお薦めの本。

『嗜癖行動と家族』

斉藤学著 有斐閣 1984年  1700円

アルコール依存症や摂食障害など嗜癖行動をとる人を

抱えた家族へ、回復へのヒントを述べる。共依存を断

ち切る12の 原則など、おおいに参考になる。

『自立の女性学』

河野貴代美著 学陽書房 1983年  1300円

女 らしさの枠に閉 じこもることなく自立 したいと願い、

「自分とは何か」を模索する女性に向けて書かれた心

理学の書。自立とは何かを考える。

『女性のための自己発見学』(品切れ)

河野貴代美著 学陽書房 1986年  1300円

前書に引き続き「自分探 し」がテーマ。自己史 グラフ

やグループ活動、自己発見チェックリス トなどを通 し

て自分を知るところから、自立を目指す。

『シンデレラ・ コンプレックス』(文庫)

コレット・ ダウリング著 柳瀬尚紀訳

三笠書房 1986年 450円

女性の自立を阻むものは、女性自身の心の中にもある。

女 らしく育てられたことで、成長 してから自立と依存

の狭間で揺れる女性の心理を追 った古典的な書。

『親密さのダンス』

H・ G・ レーナー著 中釜洋子訳

誠信書房 1994年  2781円

『怒 りのダンス』の続編。あたたかく親密な関係を維

持するには、自尊心が必要。本書は自尊感情と親密な

対人関係との関連性を掘 りさげている。

『母と娘の物語』

マリアンヌ・ハーシュ著 寺沢みづほ訳

紀伊國屋書店 1992年  3090円

英米仏文学を母 =娘関係から読み解く一冊。メアリー・

シェリーからアリス・ ウォーカーまで幅広く取り上げ、

娘の自立、母と娘の共生の可能性などを論 じた書。

『引つ込み思案をなおす本

一自身がつ くメンタル トレーニング』(文庫)

河野貴代美著 PHP研究所 1995年 460円

気持ち良 く相手に意見を伝え、相手の考えも知る。引っ

込み思案になって しまう訳を探り、自己表現を豊かに

するトレーニングが詰まっている。

『フェミニス ト・ カウンセリング』

河野貴代美著 新水社 1991年  2000円

フェミニスト・ カウンセ リングの理論と実践を語る。

フェミニス ト・ セラピィの歴史、技法の説明がわか り

やす く具体的。カウンセラーを目指す人へお薦め。

『フェミニス ト・ セラピーー女性を知るために』

ルイーズ・ アイケンバウム スージー・ ォーバック著

長田妙子他訳 新水社 1988年 2060円

女 らしい心理は母 =娘関係の中で作 られるという著者。

「女性心理療法センター」を開いた二人が、女性が本

当の意味で自立するために必要な理論を展開する。

『本当の自分を求めて』

グロリア・ スタイネム著 道下匡子訳

中央公論社 1994年  2800円

女性たちに自尊心の重要性を呼びかける大作。女性の

自立を阻むものは経済や制度などにあると同時に、女

性の内にもあると、内面の変革を具体的に説 く。
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[女性問題とは ?]

『「嵐の乙女」シンドローム』

稲村博著 文藝春秋 1995年 9月  1500円
エリー ト女性が社会に出て今まで経験のない挫折を味

わう。最近増えている「嵐の乙女」シンドロームを解

説 し、男性に多いアパシーシンドロームと比較する。

「家事の政治学』

柏木博著 青土社 1995年 10月  2200円

時代と共に移 り変わる家事労働。世相との関わりに主

眼を置き、家事内容の変化を追 った一冊。労働 として

の家事と、生活としての家事の両面から迫 っている。

『現代の売買春と女性

一人権としての婦人保護事業をもとめて』

林千代編/婦人福祉研究会著

ドメス出版 1995年 10月  3296円

性の商品化、売春防止法、社会福祉と婦人保護につい

て婦人福祉研究会のメンバーが書いた。豊かになった

といわれる日本の貧 しい面を浮き彫 りにしている。

『ことばとフェミニズム』

中村桃子著 勁草書房 1995年 12月  2678円

著者は言語学を専攻。言葉をフェミニズム思想に基づ

き読み解いていく。ジェンダーの視点から言葉を考え

ていくと、支配・ 被支配の関係が見えてくる。

「子ども、お年より、女性が輝 く国ノルウェー』

上野勝代著 かもがわ出版 1995年 10月  1500円

男女平等先進国であるノルウェーに滞在 し、すっか り

元気になったという著者。その間に触れ合った女性、

子ども、お年よりの暮 らしを綴った本。クオータ制や

コレクティブハウスについて知 りたい人にお薦め。

『子どもをもつという選択』

Eベ ック=ゲ ルンスハイム著 木村育世訳

勁草書房 1995年 11月  2781円

「母性の社会史Jを ひもとき、子どもをもつ (も たな

い)に まつわる問題を解 く鍵を探す。女性が個人的に

抱えている問題の背後に潜む社会的要素を浮き彫りに

している。'88年 に ドイツで出版された本。

『消費は毎日の投票』

久保田真苗著 日本社会党機関紙局

1995年 10月  2200円

婦人少年局、内閣婦人問題担当室長から参議院議員を

12年、女性問題一筋の歩みを語る。女性参政権50年 の

今年、著者は意志決定の場への女性参画の低さを憂う。

『21世紀の男女平等法』

大脇雅子 中島通子 中島麻美編

有非閣 1996年 1月  1700円

日本の労働者の40%を 占める女性の賃金が、男性賃金

の60%を超えることがない。働く女性と弁護士のグルー

プがこの状況を変えるヒントを求め、スウェーデン、

ドイツ、フランス等の雇用平等法を調査 しまとめた。

『妊娠 した男一男・ 女・ 権力』

ロベル ト・ ザッペーク著 大黒俊二 金崎春幸他訳

青山社 1995年 5月  3914円

「妊娠 した男」の話は、古 くはアダムがイプを生み出

したところから始まる。この話は一見ユーモラスでグ

ロテスクだが、キリス ト教社会の男による支配、女 と

男の権力闘争の歴史が表れているという興味深い本。

『フランスには、なぜ恋愛スキャンダルがないのか ?

― “哲学の国"の恋愛論』

棚沢直子 草野いづみ著

はまの出版 1995年 12月  1500円

恋愛至上主義のカップルを組み、ユニオン・ リーブル

(自 由な結びつき)か らソロ (シ ングルで暮 らすカッ

プル)の関係に進むフランス。女 も男も生きる誇 りを

選択する人たちが増えているという。

『ママ 。ボーイの韓国―フェミニス ト遊学記』

栗原葉子著 亜紀書房 1995年 12月  1700円

韓国女性を通 して韓国文化の諸相を語る。儒教的規範

の下で劣位に置かれてきた「女」の現実と、現在の変

容の様子を一年間の留学生活の中で見、考察している。

『柳田国男と女性観―主婦権を中心として』

倉石あつ子著 三一書房 1995年 10月  2200円

柳田国男は女性に民俗学研究を薦めた。以来民俗学で

の女性の活躍も進んだ。 しか し柳田が考える主婦権は、

母親を理想とするところに留まったと著者は分析する。

[働 く]

『貴女も社長になりましょう

一自分サイズで起業するA to Z』

河添恵子著 PHP研究所 1995年 11月  1300円

積極的な人生を過ごしたいと起業する女性が増えてい

る。本書は起業の方法やサポー トグループを紹介。女

性経営者へのインタビューも豊富にあり、参考になる。

『女職人カタログー伝統工芸就職紀行』

菊地比佐乃著 PARCO出 版 1995年 9月  2000円

伝統工芸がすきな著者が、女性職人について書いた。

工芸品 (和紙、陶芸など)の 知識 も満載。工芸製作を
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教えてくれるところのガイ ド付き。

『女の部下を叱れない一男の我慢 女の不満』
. 金子雅臣著 築地書館 1995年 9月  1700円

著者は東京都のベテラン労働相談員。「女 らしさJに
疑間をもつ女性が増える一方、男性はいまだ「らしさ」

にこだわり、社内 トラブルの元になっているという。

現代日本の会社とそこに住む男たちの実態が分かる。

『コース別雇用管理と女性労働
―男女共同参画社会をめざして』

渡辺 峻著 中央経済社 1995年 7月  3000円
コース別雇用管理の望ましいあり方や職場に置ける女

性の地位向上を阻んでいる問題点を、経営学の立場か

ら考察 した書。巻末には行政・企業・労働者からの文

書が資料として掲載されている。

『コンパラブル・ ワースとジェンダー差別
一国際的視角から』

モーリィ・ グンダーソン著 杉橋やよいほか訳

産業統計研究社 1995年 10月  1900円

「コンパラブル・ ヮース」とは同一価値労働同一賃金

のこと。男女間の賃金平等に向けて、可能な方法、政

策、概念などを紹介 している。

『女性が会社をつくるとき』

今野由梨 大河原愛子著

東洋経済新報社 1995年 12月  1600円
企画やアイディア、創造力、チャレンジ精神でチャン

スをつかんだ著者二人のサクセスス トーリー。成功の

秘訣と悪戦苦闘、ア ドバイスを展開する。

『女性起業の完壁マニュアル』

財団法人横浜市女性協会編

日経事業出版社 1995年 9月  1200円

女性が会社を起 こすためのマニュアルを伝授する本。

起業のためのポイントなど、ッボを得た視点で会社経

営の方法を教えてくれる。起業 したい人にお薦め。

『女性のライフサイクルと就業行動』

人口 。世帯研究会監修 大淵寛編集

大蔵省印刷局 1995年 8月  1600円

女性労働の問題をライフサイクルに従って解明 した一

冊。女性のライフサイクルのすべてに女性差別の問題

があることを、データから読みとることが出来る。

『日本型企業社会と女性労働
―シリーズ 〈女 。あすに生きる〉⑦』

藤井治枝著 ミネルヴァ書房 1995年 11月  3000円
日本型企業社会における女性労働の変遷と行方を指摘。

経済と家庭政策の両面で利用されてきた女性労働を、

性別分業の視点から明らかにする。

『ワークスタイル革命一日本型雇用の崩壊』

菅原員理子編著 大蔵省印刷局 1995年 6月  1500円
日本型雇用が崩れはじめている今 日、「働 き方Jは ど

う変わっていくのか。そして暮らしやすい働き方とは ?

本書は提言も含め、コンパクトにまとめられている。

『私はこうして内定をかちとった』

学研編集部編

学習研究社 1995年 9月  1300円

超氷河期といわれる就職活動の中で、内定をとった女

子学生たちはどう活動 したのか。その秘訣を追った。

[女性論・ エッセイ]

『ただの私に戻る旅

―自転車でゆくアイルランド 私の愛 した街』

横井久美子著 労働旬報社 1995年 10月  1800円

「アイルランドを旅 しやっと愛 し愛される幸せも、歌

をうたう幸せも手にすることができる気がする」。歌

手・横井久美子が自転車旅行での心の軌跡を振り返る。

『BR!NGING UP GIRLS』
Vヽritten by Keiko Higuchi

Translated by Akiko Tomii
ウイメンズブックストア松香堂 1985年 5月  1442円

ご好評を頂いた『女の子の育て方』 (樋 口恵子著)の
完全英訳版を再版。初版から10年 たった今も色あせる

ことなく女性にとって大切な「愛と自立」を分か りや

す く語った書。テキス トにも最適。

『私のアフリカ大陸―女性大使の見聞録』

佐藤ギン子著 財団法人21世紀職業財団発行

1995年 6月  2300円
ケニア駐在の全権大使となり、ナイロビを中心にウガ

ンダ、セイシェル、ルヮンダ等を訪れた体験記。大自

然、政治、経済、治安などが率直に記述されている。

[女性史・ 自伝・評伝]

『ある ドイツ女性の二十世紀 1900～ 1993』

川ロマーン恵美著 草思社 1995年 11月  1900円
著者の義理の祖母にあたるマリアの生涯を追うノンフィ

クション。1900年生まれ1993年 に亡 くなった彼女の人

生は、 ドイッの歴史そのもの。

『女と く戦後50年〉―女性史を拓 く3』

鈴木裕子著 未来社 1995年 12月  2266円
国立市公民館「女性問題講座・歴史」の講演を著者 と

参加者が共に記録 したもの。女性史の視点から筋の通っ

た近代史が語 られる。とりわけ「従軍慰安婦」問題を

中心に、戦前と戦後の意識の連続性 も指摘する。
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『女の人権宣言

―フランス革命とオランプ 。ドゥ・ クージュの生涯』

オリヴィエ 。ブラン著 辻村みよ子訳

岩波書店 1995年 12月  3200円

「女性及び女性市民の権利宣言」を書いて「人民主権

を侵害する著作」のかどでギロチンに消えたクージュ

の生涯をたどる。フランス革命の背景と人権宣言の限

界、フェミニズムの夜明けを歴史的に明かす労作。

『女性と宗教の近代史』

奥田暁子編著 三一書房 1995年 10月  2400円

「宗教とは超越的存在 (神)を信 じることによって自

己を対象化 し、自己批判を可能にする」こと (本書よ

り)。 では今日の日本の宗教 はどうだろうか。本書 は

宗教の戦争責任、政治との関わりに焦点を当てている。

「女性のいる近世』

大口勇次郎著 勁草書房 1995年 10月  2884円

「なぜ近世史には女性があらわれないのか」。著者は

この疑間を基点に、歴史上描かれることの少ない近世

社会の豊かな女性像 と、江戸時代の女性が直面 した

「身分」と「家」の葛藤を書きあらわしている。

Fシ ルヴィア・ プラス

ーフェミニズムの象徴的詩人の生 と死』
ロナル ド・ ヘイマン著 徳永暢三 飯野友幸訳

彩樹社発行 星雲社発売 1995年 10月  2200円
フェミニズムの象徴的詩人といわれたシルヴィア・ プ

ラスの短い生涯を、克明にたどった評伝。わずか30歳

で自らの命を断った彼女の真実の姿は ?

『紳士たちに挑んだ女

―メアリー・ ウルス トンクラフトの生涯』

フランシス・ シャーウッド著 飯島宏訳

新潮社 1995年 7月  2800円
200年前『女性の権利と擁護』を著 したメア リー・ ウ

ルス トンクラフト。男に挑み、男を愛 して38歳 の短い

生涯を激 しく生きたメアリーの伝記を、著者は愛情を

込めて小説に仕立てた。

『 1945年のクリスマス』
ベアテ 。シロタ・ ゴー ドン著 平岡磨紀子 騰 成 。文]

柏書房 1995年 10月  1800円

戦後、GHQの憲法草案作成に参画 したとき、著者は

22歳。日本女性が幸せになるには何が一番大事かを考

えた。男女平等への道をいち早 く切 り拓いた著者の自

伝。

『都民女性の戦後50年 一年表』

財団法人東京女性財団

ドメス出版 1995年 11月  1751円

写真と年表で追 う女性の50年。一般の出来事や世相 も

含め、東京の女性事情、日本の女性の50年 の歩みが手

に取るようにわかる。

『中国女性の歴史』

シャルル・ メイエール著 辻由美訳

白水社 1995年 12月  4800円
フランス人男性による中国女性の通史。民族学研究者

であり、中国人女性と結婚 している著者にとって、中

国女性史への関心は必然であったという。膨大な資料

で紀元前から現代までを綴る、エネルギッシュな本。

『 日本女性肖像大事典』

永原和子監修 日本図書センター

1995年 11月  16480円

肖像で女性の歴史を綴る大事典。人名編と資料編 に分

かれ、個々の歴史と社会の流れがわかりやすい。

『花ひらく―ならの女性生活史』

ならの女性生活史編さん委員会

奈良県女性センター発行 ドメス出版発売

1995年 10月  3500円

奈良県に住む女性たちの手でまとめられた「ならの女

性生活史」。年表、解説、聞 き取 り調査 と多角的に編

纂されている。

『犯科帳のなかの女たち―岡山藩の記録からJ

妻鹿淳子著 平凡社 1995年 10月  2369円
近世の女性像を岡山藩の公的資料から浮かび上がらせ

る。中でも著者は犯罪記録に着目し、女性が起 こした

事件の記録から、近世女性の具体像に迫っている。

『湯浅年子―パ リに生きて』

山崎美和恵編 みすず書房 1995年 10月  3914円
戦前ただ一人パ リに学んだ国際的女性物理学者の生涯。

ジョリオ=キ ュリー教授の下で、闘病を押 して原子核

物理学の研究に没頭。自爆ともいえる最後までを、教

え子が湯浅年子の歌と日記と手紙で綴る書。

『歴史のなかの女性一人類学と法社会学からの考察』

江守五夫著 彩流社 1995年 10月  3000円

母権と父権、女子労働と家父長制の関わりなどについ

て、人類学、法社会学の視野から述べた書。

[こ ころ]

『アサーティプ・ ウーマン

ー自分 も相手 も大切にする自己表現』

S。 フェルプス N・ オースティン著

園田雅代 中釜洋子訳 誠信書房

1995年 11月  3090円

自分をアサーティプに表現する方法は、人それぞれに

あるもの。かりものの自己表現ではなく、自分の表現

を身につけるレッスンを紹介 している。

米
来

来
恭

来
恭

来
来
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『あなたの彼とその母親』

アネット・ アンチャイル ド著 浦辺京子 森尚子訳

世界文化社 1995年 11月  1600円

著者は男性が母親との間に問題を残 していると、恋人

関係に影響するという。ケースの分析、解決の鍵を紹

介。ややこしい恋人を持つ女性に「あなたがコントロー

ルできるのは、あなただけ」と語 りかける。

『癒 しのパフォーマンス

ー他者にお、れる 自分を変える』

松井洋子著 メディカ出版 1995年■月 1800円

感情を表現することと他者との距離のバランスを保つ

ことの間で、人々は苦 しんでいる。自己表現の癒 し、

他者におゝれる新 しいパフォーマンスを紹介する。

『「困つた人たち」の精神分析』

小比木啓吾著 大和書房 1995年 10月  1500円

無自覚なまま身近な人を傷つけ困 らせている人たち。

遠 くからではわからないが、身近な人になって初めて

気づ くパーソナリティ障害を理解するための手引き書。

『静かな力

―子どもたちに非暴力を教えるための実践マニュアル』

ステファニー 。ジャドソン著 三国千秋訳

嵯峨野書院 1995年 12月  2060円

「静かな力」とは原書ではNonviolence(非 暴力)の
こと。意見の対立や怒 りを、非暴力的かつ前向きに解

決する力を身につけるワークブーック。共生をゲーム

を通 して体で学べるようになっている。

『女性のためのカウンセリング情報
′
96～

′
97

-カ ウンセリングを受けたい人に。カウンセラーになりたい人に』

ヒューマン・ リーグ編・発行 千早書房

1995年 12月  2300円

女性のためのカウンセリング施設について情報を集め

た本。情報の羅列ではなく、施設を運営 している女性

からのメッセージも記載。読んでいて勇気づけられる。

『女性のためのグループ・ トレーニング

ー出会いと回復のレッスン』

河野貴代美著 学陽書房 1995年 12月  1800円
自己主張の トレーニング、CRグ ループ、 自助 グルー

プなど、グループヮークの実際的な方法を著者の経験

にもとづいて語る。グループを共生と癒 し、成長の場

とするのに必要なヒントが詰まっている。

『わが子を愛するレッスン    ぁなた
一「傷ついた子ども」だった両親へ』

マーガレット・ ラインホル ド著 朝長梨枝子訳

朝日新聞社 1995年 11月  2900円

傷ついた子ども時代と折り合いをつけ、虐待とは何か

を考える。著者はセラピス ト。自らの経験を生か し、

分析的心理療法の効果と限界も含め書かれている。

[か  ら だ]

『更年期と女性の病気が気になる人へ』

井口登美子著 東洋出版 1996年 1月  1200円
更年期をめぐる体と心の問題をわかりやすく説明する

手引書。ホルモンの変化、更年期障害、骨粗しょう症、

成人病など、よりよい更年期を迎えるためのポイント

やヒントを的確にア ドバイスしてくれる。

『女性の低骨密度 骨粗琢症』

江澤郁子監修 女子栄養大学出版部

1995年 10月  1500円

骨とカルシウムの関係、食事の注意など具体的に書か

れた本。参考メニューも載 っていて便利。

[セ クシュアリティ]

『御開帳』

はるの若葉 早瀬まひる著

河出書房新社 1995年 9月  980円
ここまで自由に女性が性を語り、出版されるようになっ

たのはいいこと。映画や小説へのコメントが、性的側

面からされているのが面白い。性差別スレスレかと思

う表現もあるけれど。

『せかんど 。かみんぐあうと』

大石敏寛著 朝日出版社 1995年 11月  1500円

ゲイでありHⅣ感染者である著者が、「自分の存在を

肯定的に社会に認めさせるために」書いたという。生

いたち、アカー (動 くゲイとレズビアンの会)で の活

動、そしてHIV感染者である自らを率直に語る。

『 ミラー・ ウィズィン

ー女性が本当の自分に出会 うために』

アン・ ディクソン著 eqPress訳

新水社 1995年 12月  2300円
セクシュアリティ (性的な存在としての私)と は、心

と体が密接につながり合っているもの。心地よくセク

シュアリティを表現するには、心を覗き体を知る必要

があると著者は語る。その方法を具体的に表している。

[性 暴 力]

『記憶の底から一家庭内性暴力を語る女性たち』

トニー・ A・ H。 マクナロン ヤーロウ。モーガン編著

長谷川真美訳 青弓社 1995年 12月  2060円
家庭で性暴力を受けた記憶からカムバ ックした女性た

ちの作品集。詩や手紙、日記風に書き綴 った文章など、

その方法は様々。力強 く家庭内性暴力を告発している。

『性犯罪』

アリス・ ヴァクス著 現代書館 1995年 10月  2266円

著者はニューヨーク市で検察官として性犯罪と闘って

きた。その経験から性犯罪が絶えないのは、法制度や
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人々の意識に問題があるからだと訴えている。被害者

が苦痛を強いられる裁判制度とは何かを問う。

[家 族]

『家族・ ジェンダー・企業社会

―ジェンダー・ アプローチの模索』

木本喜美子著 ミネルヴァ書房 1995年 11月  3500円
ジェンダー・ アプローチに立つ家族社会学と、 トヨタ

企業社会を調査 した労働社会学の両面から家族の行方

を探る。家族社会学者の多 くの論文を批判、評価 しつ

つ自らの立場を明らかにしていく、読みやすい論文。

『20世紀の日本8 女性と家族 近代化の実像』

篠塚英子著 読売新聞社 1995年 12月  2000円

教科書には表れない日本女性の近代史を、家族と経済

との関わりから明かす。日本の女性が高等教育を受け

るようになった今なお、社会的地位が低い理由を歴史

的資料を駆使 し読み解 く。

『ファミリズムの再発見』

井上真理子 大村英昭編

世界思想社 1995年 12月  1950円
ファミリズムとはお互いに助け合い、感情的に依存 し

たい要求を満たす機能のこと。今、自立と依存のバ ラ

ンスをとる場所はどこにあるのか。21世紀の個人、女

と男、家族の行方を探る。

[結婚・離婚]

『安心離婚術

―法律と税金のプロがやさしく教えるQ&A』
弁護士 。公認会計士グループTBI編 著

総合法令出版 1995年 10年  1400円

離婚を考えながらもその実際について不安がある人に

おススメ。財産分与、慰謝料、子どものこと、離婚後

の生活、相談先 リストや相談するときの費用など、知

りたいことがQ&A形式で書かれていて便利。

『結婚はパクチである

一本当のパー トナーシップを育てるために』

福島瑞穂著 大和書房 1995年 12月  1300円

弁護士・ 福島瑞穂が語る結婚論。結婚が女性にとって

「永久就職」の場でなくなった今、どんな人生を生 き

たいのかが大切と語 りかける。

『シングル・ アゲイン』

末木佐知著 アース出版 1995年 12月  1200円
バッイチの著者がネットワークを駆使 して集めた離婚

の体験記。離婚の基礎知識 も盛 り込みながら、別れを

決意する女性にエールを送る。

『ゼミナール婚姻法改正』

婚姻法改正を考える会編

日本評論社 1995年6月  2575円
94年 7月 に出た婚姻法改正の要綱試案に検討を加え、

民法改正の問題点―家制度の規定に大胆に試案を提示

する。改正案のポイント、問題点、検討課題、諸外国

との比較など若手研究者の熱意と意欲が伝わってくる。

『 リコンの花道 妻からの訣別状』

岡野厚子編 主婦と生活社 1995年 10月  1200円

離婚 した女たちから元夫につきつける訣別状。いいた

いことを遠慮なく書いて、昔の自分をふっきりたい女

たちの思いが詰まっている。

[出産・ 子育て]

『親子のあそび場 ハン ドブック 関西版』

す くす くクラブ編 日本出版社 1995年 9月  1200円

大阪を中心に親子で気軽に遊びにいける場所を紹介。

小さな子どもを持つママたちのア ドバイスもあり、日

コミ情報誌的な楽 しさがある。

『すぐ参加できる全国子育てサークルガイ ド』

東京サークルネット著

丸善メイツ 1995年 12月  1500円
日本全国にちらばっている子育てママのサークル情報

を一挙に集めたガイ ドブック。その数は北海道か ら沖

縄まで500に及ぶ。仲間探 しに役に立つ便利な本。

『ダメなママでもいいじゃない』

子育てネット著 学習研究社 1995年 10月  1000円

「子育てネット」とは育児体験や職業を生か し、企画、

出版活動を行っているグループ。本書はグループのメ

ンバーが体験談を語 り、後輩のママたちに「ダメなマ

マでもいいじゃない」とエールをおくる。

『ニンプ→サンプ→ハハハの日々』

大橋由香子著 社会評論社 1995年 11月  1700円
とらば―ゆした途端、妊婦となった著者。次々に二人

の男児の産婦となり、「母」な らぬハハハとなった数

年間を リズミカルに書いた。押 しつけの「母性」を蹴

飛ばし、したたかな子育てをユーモラスに描 く。

『病院で産むあなたヘ

ークスリ漬け出産で泣かないために』

陣痛促進剤による被害を考える会編

さいろ社 1995年 11月  1648円

使 う必要がないのに濫用されている陣痛促進剤。副作

用や被害が出ているのに使われ続けているこの薬は、

日本の医療を象徴 している。被害者自身の手で集め ら

れたわかりやすいデータと、生の声が貴重。
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『パパ・ ビギナーズ・ プック』

池下育子監修 日経BP社  1995年 12月  1200円
レディースクリニックの院長である著者が教えて くれ

る、男のための妊娠・ 出産 。育児の本。マンガ形式で

ス トーリーが展開。ビギナーにお薦めの入門書。

『二人で働き二人で育てよう』

坂野尚子 西田美保著

日本経済新聞社 1995年 9月  1500円

仕事と一緒に子育ても楽 しみたい女性に役立つア ドバ

イスと情報が詰まった本。著者たちの前向きな気持ち

が伝わってくる。

[批  評]

『女を読む映画―愛されるばかりが人生 じゃない』

木村美保子著 近代文芸社 1995年 12月  1500円
エッセイス ト、映画評論家、映像ディレクターという

肩書きを持つ著者によるちょっと辛日のシネマ ●コラ

ム。映画評を通 して、自立とは何かを問いかけている。

『女流音楽家の誕生』

エヴリヌ・ ピエイエ著 春秋社 1995年 9月  2678円

音楽家の女性が大勢いたのに、なぜ葬り去 られたのか

を問う。父権制度とキリス ト教が女性を音楽から閉め

出した経過を追い、音楽史から消された女性を紹介。

『乳房のうたの系譜』

道浦母都子著 筑摩書房 1995年 11月  1600円
近代女性歌人9人 の系譜と歌をとりあげる。生 き難 さ

を「乳房」という言葉に込め歌 うことで、思いのたけ

を伝えようとした彼女たちのエネルギーを語る。

『ホンの幸せ』

氷室冴子著 集英社 1995年 9月  1300円
いつものしゃきっとした冴子風エッセンスが効いたブッ

クガイ ド。私的な好みから材料を取 り出し、見事 にさ

ばいて読み手に訴えるるテクニックはさすが。笑いな

がら読めるコラム集。

『女々しい漱石、雄々しい鴎外』

渡邊澄子著 世界思想社 1996年 1月  2500円
夏目漱石、森鴎外をフェミニズムの視点から読み解く。
二人の作家が描いた女性像、男性像を通 して作家の人

格、時代背景に迫 っている。

『熱い紅茶』

アヌラー・W。 マニケー著

中村橙子 スーシー・ ウィターナゲ訳

段々社発行 星雲社発売 1995年8月  1800円
インドからスリランカに移住 したタミル人の主人公が、
シンハラ人の社会にとけ込 もうとして悲劇に終わる過

説 ][71ヽ

程を描 く。多民族 。多宗教 。多言語の国で、文化が融

合することの難 しさを、スリランカ女性が骨太に描 く。

『お祖母さんの木の遺産―アジアからの贈りもの』

ティップヮーニー・ サニットゥオン著 辻 道子他訳

段々社発行 星雲社発売 1995年 10月  1500円
著者のお祖父さん、お祖母さんの子ども時代を描いた

短編集。西洋文化が入り始めた頃のタイ上流階級の生

活がほのぼのと書かれている。タイ・ ユネスコが選ん

だ「優れた子どもの本」のひとつ。

『原罪/上下』

P・ D。 ジェイムズ著 青木久恵訳

早川書房 1995年 12月  各1000円

『女には向かない職業』のジェイムズが書いた5年ぶ

りの新刊。 ミステ リー・ ファンには見逃せない作品。

『心のおもむくままに』

スザンナ・ タマーロ著 泉典子訳

草思社 1995年 9月  1400円
イタリアでベス トセラーを記録 した話題作。祖母か ら

孫娘におくる言葉が日記形式で綴 られている。自分の

心に耳を澄ます大切さが伝わってくる小説。

『私 71ヽ説―frOm left to right』

水村美苗著 新潮社 1995年 9月  2000円
野間文芸新人賞を受けた小説。アメリカで育った著者

が、私小説を書いた。自分を表現するにはこれ しかな

いという「バイリンガル」。 日本語 と英語が混 じった

新 しい形式と内容。時代の申し子のような小説。

『 目覚め』

ケイ ト・ ショパン著 瀧田佳子訳

荒地出版社 1995年 11月  2000円
アメリカのフェミニズム文学史上に輝 くケイ ト・ ショ
パンの短編名作集。旧社会の家族や性のモラルか ら自

由になろうとする女性像を描 く。

『野薔薇幻想』

若林つや著  ドメス出版 1995年 6月  2060円
著者は『女人芸術』出身で『輝ク』の編集者で もあっ

た。本書はその作品集。短編や詩から、当時、生 き方

を模索 していた一人の女性の思いが伝わって くる。

[芸術作品集]

『オノ・ ヨーコ 頭の中で組みたてる絵』

オノ・ ヨーコ著 淡交社 1995年 10月  2200円
33年前に行 った同名タイ トルの展覧会を収録。オノ・

ヨーコのインス トラクション (指示)を読みなが ら、

観客が絵を想像する仕組みを再現 している。

『さわる Chromosome XY』
石内 都著 新潮社 1995年 10月  1800円
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男性ばかりを撮 った石内都の写真集。95年 に開いた個

展「ChrOmOsOme XY」 (染 色体XY)を 収録 してい

る。

『 Portraits女性アーティス トの肖像』

松本路子著 河出書房新社 1995年 12月  5400円
80年代から撮 り続けてきた女性アーティス トのポー ト

レイ ト集。一枚の写真にその人の存在感を引きだ して

いる魅力的な写真集。

[絵  本]

『愛犬と暮らす365日 のしあわせ』

スージー・ ベッカー著 河野万里子訳

飛鳥新社 1995年 12月  1300円

『大事なことはみ―んな猫に教わった』のスージー・
ベッカーの新作 (も ちろん今度 もパ ッジ付 き)。 愛犬

ワイリーとの暮 らしを愛情込めて描いている。犬好 き

にはたまらない絵本。

[男性問題]

『男になれない息子たち』

キー・ コルノー著 平井みさ訳

TBSプ リタニカ 1995年 8月  1600円

父をモデルに成長する息子はある日、父が完璧ではな

いと知る。この通過儀礼を越えて、男の子は大人へ成

長すると著者はいう。父親不在で大人になる機会を失っ

ている息子たちの、青年期の問題と対処を述べる。

[高齢社会]

『女50代 第二の人生が始まる』

沖藤典子著 海竜社 1995年 9月  1400円
「年なりに老いていくことを受け入れ、年なりに老け

ることを拒否する」という著者。体の変化を受け入れ、

新たな自己発見をしていく過程を描 く。著者の更なる

発見、出発に勇気づけられる。

『家族がアルツハイマー病になったとき』

青葉安里著 日経BP出 版センター

1995年 11月  1500円
アルツハイマー病は、早期発見が治療の鍵を握ってい

る。 しか しその初期兆候は微妙でわかりにくい。本書

はアルツハイマー病の説明、早期発見のこつ、介護環

境づ くり、施設探 しまでを紹介 している。

『高齢者にやさしい商品開発

―使いやすいモノとサービス 50の ヒント』

服部万里子著 日本経済新聞社 1995年 10月  1600円

高齢期を自立 して暮 らすには、使いやすい商品を揃え

ることが不可欠。洋式 トイレ、滑りにくい風呂、瓶の

蓋は開け易いものをなど。福祉に関わってきた著者の

商品開発へのヒントがいっぱい。

『都市に住まう 50代からのマンション選び』

太田宜子著 三水社 1995年 7月  1500円
小家族化、高齢社会化の中で、都市は地の利の良 さと

いう点で高齢者が住まうのに最適の場といえる。高齢

者の視点からのマンション選び、 リフォーム、ケア等

が細かく紹介されている。

『人間の老い方死に方―兄小林秀雄の足跡』

高見澤潤子著 海竜社 1995年 8月  1500円
小林秀雄は死後13年の今 も「人生いかに生きるべきか」

という命題を人々に与え続ける。実妹の著者が兄の思

い出と生き方を丁寧に語 り継 ぐ。

[福祉・障害]

『かもめの叫び』
エマニュエル・ ラポリ著 松本百合子訳

青山出版社 1995年 7月  1600円
著者は生まれながらに耳が聞こえない。彼女はその こ

とを自分の個性・ 才能ととらえ、前向きに生きている。

障害を肯定的に考え、数々の壁を超えてきた著者の自

伝。読む者に感動だけでなく勇気を与えてくれる。

『車椅子で夜明けのコーヒーー障害者の性』

小山内美智子著 文藝春秋 1995年 4月  1500円

障害をもつ著者が自らの性を語る。生いたち、自立、

結婚、出産、離婚、子育て、仕事。おお らかな表現に

著者と介護者のこだわりのない関係が見えて くる。

『障害をもつ子のいる暮らし』

毛利子来 山田 真 野辺明子編著

筑摩書房 1995年 10月  2500円

障害をどうとらえるか、「普通」とか「できる」「でき

ない」とはどういうことかを深 く考えさせる本。医療

編が付いていてわかりやすい構成になっている。

『ニューヨーク障害児教育事情』

カニングハム久子著

学習研究社 1995年 9月  2000円
32歳 で渡米 し、障害児へのコミュニケーション・ セラ

ピィを学んだ著者。その後30年 にわたリアメリカで障

害児教育に携わってきた。著者の障害者教育への真摯

な姿勢が伝わってくる。

[子 ど も]

『AIDSを どう教えるか』

五島真理為監修 解放出版社 1995年 12月  2060円
HIV感染者やAIDS患者と共に生きる社会を目指 して

書かれた本。授業のテキストにも使えるように出来て

いる。

念

》
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『からだとこころのなんでも百科

―愛 しあうまえに読む本』

ヨルク・ ミューラー/文  ダグマー・ ガイスラー/絵
北沢杏子 小島孝子・ フォン・ ツェルセン訳

アーニ出版 1995年 10月  3605円

十代の子どもたちとその親に向けて書かれた性教育絵

本。性を親子で明るく語 り合 うのにうってつけ。

『記憶を消す子供たち』

レノア・ テア著 吉田利子訳

草思社 1995年 8月  2300円

子どもは恐ろしい体験をすると身を守るためにそれを

忘れる。 トラウマと記憶を研究 し、治療 もして きた著

者が、事例を挙げ、そのメカニズムを解説する。

『 〈子どもにも言わせろ!! ホットライン〉ブックレット②

学校5日 制の “ゆとり"っ てナンナンダ!?』

世田谷ボランティア協会・ トーキングキッズ編

ジャパンマシニスト社  1993年 4月  850円

子どもたちの問題に、子どもたち自身の意見を ! と

企画されたホットライン。学校五日制について子 ども

たちの意見を電話で募 り、まとめた。

『 〈子どもにも言わせろ!! ホットライン〉ブックレット⑥

これていじめはなくせるの!?』

世田谷ボランティア協会 。子どもにも言わせろ!

ホットライン実行委員会編

ジャパンマシニス ト社  1995年 8月  880円

子どもたちの意見から、学校のいじめへの対応がいか

にお粗末か、大人社会の歪みが見えてくる。

『子ども虐待―岩波ブックレットN。 385』

森田ゆり著 岩波書店 1995年 10月  400円

虐待を受けている子どもに、生きる力と技術を伝え ら

れる大人がもっと増えて欲 しい。そんな著者の願 いが

込められたブックレット。いじめに悩む子どもたちの

手助けにもなる書。

『子どもの人権ルネッサンス』

児玉勇二著 明石書店 1995年 8月  1854円
95年 に日本でも国連の「子どもの権利条約」が批准 さ

れたが、実態はどうか。障害者の子を持ち、子 どもの

問題に取り組む弁護士でもある著者が、実際にあたっ

た判例等を紹介。子どもの人権の確立を訴える。

『僕らしく君らしく自分色一登校拒否 。私たちの選択』

東京シューレの子どもたち編

教育史料出版会 1995年 9月  1545円
フリースクール・東京シューレの子どもたちが作 った

本。学校から抜け出した理由、今の自分自身が生 き生

きした言葉で綴 られている。「学校が人生の全てでは

ないよ」と元気づけられる。

『「 ノー」をいえる子どもに一CAP/子どもが暴力か

ら自分を守るための教育プログラム』

サ リー・」・ クーパー著 森田ゆり監訳 砂川真澄訳

童話館出版 1995年 11月  1850円
人権とは「安全に」「強 くJ「自由に」生 きる権利 と本

書は定義する。CAP(子 どもへの暴行防止)プ ロジェ

クトによる実践と理念がわかりやす く書かれた書。

[戦争・従軍慰安婦問題]

『ある日本軍「慰安婦」の回想

―フィリピンの現代史を生きて』

マリア・ ロサ 。L・ ヘンソン著 藤目ゆき訳

岩波書店 1995年 12月  1700円

謝罪と補償を求め、「慰安婦」にされていたことをカ

ム・ アウトしたフィリピン女性の自伝。期せずしてフィ

リピン現代女性史にも重なる書となっている。苛酷な

事実にも関わらず勇気を与える。訳が読みやすい。

『性の奴隷 従軍慰安婦』
ジョージ・ ヒックス著 濱田 徹訳

三一書房 1995年 10月  2800円

香港在住のジャーナリストである著者が、丹念に公文

書を読み、慰安婦へのインタビューを通 して日本の戦

争責任を追求する。女性の人権問題への日本政府の姿

勢を、世界が注目していることを著者は強調する。

『フィリピンの日本軍「慰安婦」

―性的暴力の被害者たち』

フィリピン「従軍慰安婦」補償請求裁判弁護団編

明石書店 1995年 12月  1854円
フィリピンの「慰安婦Jは、日本軍に強制連行 され レ

イプされた女性たち。本書は補償裁判をおこした女性

たちが現状を知って欲 しいと作った。裁判が遅々とし

て進まない状況が、今の日本を表 している。

『ぶっそうげの花ゆれて 第二集

―沖縄戦と戦後教育』

沖縄県退職教職員の会婦人部

ドメス出版 1995年 8月  2266円

十代で沖縄戦に直面、戦後、教育の担い手となった沖

縄の女性たちが戦後教育を語っている。その言葉は熱い。

[そ の 他]

『芦屋女性市長震災日記』

下川祐治著 朝日新聞社 1995年 4月  680円

教育・福祉・環境優先を公約に、全国で初めて女性市

長になった北村芦屋市長。阪神・淡路大震災以後、北

村市長がどう動いたかを追ったルポルタージュ。

『アジアの子どもとセックスツーリス ト

ー続アジアの子どもと買春』
ロン・ オグレディ著 エクパット・ ジャパン監修
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京都YWCAア プ ト訳 明石書店 1995年 12月  1500円

著者は「アジア観光における子ども買春を終わらせる

国際キャンペーン」(通称エクパット)の コーディネー

ター。前著『アジアの子どもと買春』に続き、子 ども

の買春が「支配の問題」であることを訴えている。

『女たちが語る阪神大震災』

ウィメンズネット。こうべ編

木馬書館 1996年 1月  1200円
マスコミ報道に表れない被災 した女たちの思い、感情、

現実を表現 した本。都合よく「復興」を報道するマス

コミからは伝わらない生身の声が詰まっている。

『現代社会学3 他者 。関係・ コミュニケーション』

井上俊 上野千鶴子他編

岩波書店 1995年 11月  2100円
現代は自己喪失の時代といわれる。そこで自他関係の

問い直 しと,そ のための方法論が課題であると著者た

ちは語る。

『現代社会学11 ジェンダーの社会学』

井上俊 上野千鶴子他編

岩波書店 1995年 11月  2100円
ジェンダー論は社会科学の中だけでなく、他の学問領

域でも無視できない影響をもってきている。各専門領

域におけるジェンダー論の現在を編んだ一冊。

『国際結婚とス トレス

ーアジアからの花嫁と変容するニッポンの家族』

桑山紀彦著 明石書店 1995年 9月  2472円
急増 したアジアから農村への花嫁。彼女たちの生活 と

ス トレスに精神科医としてかかわってきた著者。国際

結婚のス トレスの背後に日本の家族の問題がある。

『国籍のありか―ボーダレス時代の人権とは』

もりき和美著 明石書店 1995年 8月  2575円
日本人は国籍や差異について鈍感だ。ベルギー、アメ

リカ、プラジル、プエル トリコと在住 した著者は、 日

本人の同質性と排他性を実感する。帰国子女、外国人

労働者、在日朝鮮人の国籍について意見を述べる。

『東南アジア経済社会論―山と川と海の結び会う世界』

和田幸子著 創元社 1995年 7月  2500円

東南アジアが資本主義の経済発展に深 く組み込まれた

事で、その自然環境や経済・ 社会構造にどう影響 した

かを追 う。人々の生活から国際関係に至るまで、 トー

タルに捉えて考察 している。

『ほんとうの豊かさとは一岩波ブックレットNo 388』

暉峻淑子著 岩波書店 1995年 12月  400円

感受性豊かにものを考え自分の判断力を磨 くには、 自

分が自分の人生の主人公にならなければ、と著者 はい

う。豊かさとは生活者の立場に立つこと。今の日本が

いかに豊かではないかを考えさせられる講演集。

『インパクションNo.94-フ ェミニズムのアジア』

インパクト出版会発行 イザラ書房発売

1955年 11月  1200円

世界システムに置ける女性労働      古田睦美

開発と人権              加地永都子

ほか

『オルタ通信増刊号 日本を変える女たち』

アジア太平洋資料センター編 。発行

現代企画室発売 1995年 7月  1000円
日本のフェミニズム理論の現在と課題   金井淑子

|ま か

『国際女性 No.9』

国際女性の地位協会発行 尚学社発売

1995年 12月  2500円
特集1 女子差別撤廃条約批准十周年

特集2 第4回国連世界女性会議

『女性学Vo1 3』

日本女性学会学会誌編集委員会編

日本女性学会発行 新水社発売 1995年 11月  2000円

特集 女性が問う “家族法"― 戸籍 。別姓・ 非婚

[資 料]

『世界の女性 1995-そ の実態と統計』

国際連合著 日本統計協会訳

日本統計協会 1995年 10月  3000円

『平成7年版 働 く女性の実状』

労働省婦人局編 財団法人21世紀職業財団発行

1995年 12月  1600円

昨年が均等法施行10年 に当たったことを踏まえ、その

間の女性を取 り巻 く労働環境の変化、今後の課題に重

点が置かれている。

[文庫になった本]

『風を野に追うなかれ』

小倉千加子著 学陽書房 1995年 11月  680円

『子どもに手をあげたくなるとき』

橘 由子著 学陽書房 1995年 11月  680円

『主夫と生活』
マイク・ マグレティ著 伊丹十三訳

学陽書房 1995年 11月  680円

『母という経験』

宮迫千鶴著 学陽書房 1995年 11月  680円

誌 ][雑
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i       1995年 度ウィメンズブックス

|:窮[::藁篤持 制剛
トアBEST20 (松香堂刊は除く)

⑪ 自分を好きになる本
パット・パルマー著 径書房 1545円

⑫ おとなになる本
パット・パルマー著 径書房 1545円

⑬ エンパワーメントの女性学

村松安子 村松泰子編 有斐閣 1854円

⑭ 記録・北京会議 I(あ ごら211号 )

BOC出 版 1250円

⑮ あなたが悪いのではない

リンダ。シンガロ著 ビデオ・ ドック 1500円

⑮ 元気が出る子連れママのべんりB00K
せせらぎ出版 1000円

⑭ ネズミと怪獣とわたし
パット・パルマー著 原生林 1200円

⑬ 男の大往生 。女の大後始末

高齢社会をよくする女性の会編著

二見書房  850円
女性論のフロンティア

竹中恵美子著 創元社 2300円

母と娘という関係 (品切れ重版未定)

コレット・ ダウリング著 三笠書房  500円 !

¨

―
・・

¬

河野貴代美著 PHP研究所 460円

③ 自分で治す冷え症

田中美津著 マガジンハウス 1200円

④ 第4回世界女性会議に向けての日本国政府ナショナルレポート

大蔵省印刷局 850円

⑤ 老いの泉/上下
ベティ・ フリーダン著 西村書店 各2500円

⑥ 女性施設ジャーナル

(財)横浜市女性協会編 学陽書房 1900円

⑦ Jヒ 京につどう 大久保真苗 大脇雅子著

日本社会党中央本部機関紙局 600円

③ あなたたち 上野千鶴子 高畑早苗著

日本放送出版協会

⑨ 図でみる日本の女性データバンク

坂東員理子編著 大蔵省印刷局

⑩ アサーション・ トレーニング

平木典子著 金子書房

1300Fl

650円

1500円

⑩

　

⑩

――・…… .・」

◎年度が変わりました。'96年度の会費 (個人2,200円 団体3,000円 )の納入をよろしくお願いします。

住所 。姓名変更・ 退会などは必ずお知 らせ ください。       TEL・ FAX京都 075-441-6905
◎友の会会員を募集 しています。お近 くの女性センター・ 図書館等にもお薦めください。

◎来る3月 9日 。10日 に祝 リブ25周 年・『資料日本ウーマン・ リブ史』出版記念集会が開かれます。

コンサー ト、 トーク、パーティー等多彩です。詳 しくは松香堂までお問い合せください。

TEL・ FAX天満橋 06-910-8627

『美の巡礼』

岡部伊都子著 学陽書房 1995年 11月  680円

『松田聖子論』

小倉千加子著 朝日新聞社 1995年 10月  680円

『ほととぎすを待ちながら』

田辺聖子著 中央公論社 1995年 9月  500円

『のろとさにわ』(新書)

伊藤比呂美 上野千鶴子著

平凡社 1995年 11月  600円

[ビ デ オ]

『「子どもの権利」つて ? パー ト1』

1992年・ カナダ国立フィルム省製作 36分  18,000円

5～ 8歳 の子どもたち対象。七つの短編アニメーション

で構成され、子どもの権利を身につけるのに役立つ。

『「子どもの権利」つて ? パー ト2』

1995年・ カナダ国立フィルム省製作 46分  20,000円

9～ 12歳 の子どもたち対象。七つの短編アニメーショ

ンで、わかりやす く構成されている。

『母なる 地球』

1992年・ カナダ国立フィルム省製作 10分  12,000円

人間と他の生物が調和 しながら地球で生きることにつ

いて問いかける。
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一 一 海 外 だ よ リーー

もっと情報発信を !

一『」apanese Women』 刊行にあたって

亀 田 温子 (十文字学園女子大学)

日本女性の情報をもっと世界に発信 しようと、この

たびアメリカのフェミニス ト・ プレスから 口apanese

Vヽomeninew feminist perspectives on past,present

and future』 を刊行 しました。 “海外からの情報入手"

ではなく、 “海外への情報発信"です。

日本は情報について輸入超過国です。世界から様々

な情報を取 りいれ、翻訳本も数多く出されていますが、

自分たちの情報を発信することはどうも苦手のようで

す。残念なことに女性に関する情報でも同様ですが、

あなたは情報発信 していますか。

昨年の北京世界女性会議に参加された方たちの多 く

は、自分たちがもっている情報を大勢の人々にどのよ

う発信するか、しかも日本語以外の英語や中国語で交

流を深めていくことに苦慮 し、情報発信する力の重要

さに改めて気づいたのではないでしょうか。それと同

時に、一般の人々が入手 しやすい形で海外に向けて情

報発信 している資料や本がいかに少ないかも気づかれ

たと思います。

フェミニス ト・ プック・ フェアや海外での女性学関

連会議でも、パンフレットや資料はあるものの、流通

にのる本ということになると少ないようです。また女

性学研究センターなどでも、海外の女性が書いた日本

女性についての本はあっても、日本女性自身が発信 し

た情報はきわめて少ないのが実状です。最近では岩男

寿美子 さんの本 (Sumiko lwao『 The」 apanese

Woman:Traditionallmage and Changing Realit劃

1993、 The Free Press)や 、また海外だけではなく日

本国内における英語での情報発信でもある 時apanese

Women Now』 (松香堂刊、品切れ、現在改訂中)な
どが、現代日本における女性たちの変化 しつつある情

報を発信 しています。

今回の『Japanese Women』 は、変わ りつつある

女性の状況をフェミニズムの視点を通 して、宗教、 メ

ディア、文学、芸術、教育、女性学、母性神話、性暴

力、労働、政治参画、法制度改革、フェミニズム運動

などの多領域にわたり、総勢20人以上の執筆者が描 い

たものです。3年以上にわたる作業をとお して、情報

発信するとは仲間うち、日本の中では分かる事柄であっ

てもいかに相手にわかりやす く説明するか、表現する

か、そういう視点をもつことだと痛感 しました。 フェ

ミニス ト・ プレスも専門の研究者に論文内容検討を依

頼 し、それに基づ く質問、コメントを随時こちらに送

付する、という厳 しい編集作業で した。わたしたち編

者も様々な作業をしました。例えば表紙に用いた絵画

の使用許可、さらにネガ探 し、それの借用など、 日本

のシステムは実にやりにくいものであることもわか り

ました。また名前の表示をどのようにするかなど、最

後まで議論になったこともいくつかあります。刊行の

後は販売があります。いま世界の女性学研究所やセ ン

ターの リス トを探 しています。刊行案内の情報発信の

ためです。海外からの情報を翻訳するための英語 (外

国語)で はなく、わたしの情報発信として外国語を使

う、これも情報発信という中からみえてきたことです。

昨年の北京会議でもすでに販売され、現代の日本女

性の状況が理解できると好評だったという話を聞きま

す。またアメリカの友人も書店で手に入れたというファッ

クスをくれました。いわゆるジャパノロジス トといわ

れる限 られた専門家が日本の情報をかかえるのではな

く、情報をオープンにすることが一般の人々に日本の

女性の姿を伝えることになると確信 しました。

※予価2800円 。松香堂で扱っています。
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「れ組通信No.103-つ かれた、で も行 ってよかったA
LN台湾会議/ほ か 」

れ組スタジオ東京 1995年 10月 400円

「れ組通信No.104-第 3回 アジア系 レズビアン会議報

告/ほか 」 1995年 11月 400円 ほか」

「れ組通信 No.105-ス ーさんの子宮筋腫摘出手術体

験記 (そ の1)/ほ か 」 1995年 12月 400円

「プロシューム12月 号―特集 あなたの保障は大丈夫 ?

/ほ か」大阪よどがわ市民生協  1995年 12月 330円

「プロシューム1月 号―特集 淡路島と信楽を結ぶい

のちの架け橋/ほ か」 1996年 1月 330円

「月刊むすぶ No 299-特集  ビッグイベ ントか ら運

動会まで/ほ か」ロシナンテ社  1995年 11月 700円

「月刊むすふNo 300-特 集 情報をみんなのものに !

//ほ か」 1995J手 12月 700円

「月刊むすぶNo.301-特 集 戦後補償裁判/ほ か」

1996年 1月 700円

「 Voice第 67号 ―フランセス・ オルセ ンさんによる北

京世界女性会議報告 (そ の1)/ほ か」

住民票続柄裁判交流会 1995年 11月 150円

「あごらNo.212-響 け !女 たちの憤 り 沖縄か らの

告発/ほ か」  BOC出 版部 1995年 11月 1250円

「あごらNo 213-あ れか ら女たちは 阪神大震災/
ほか」 1995年 12月 883円

「月刊家族117号 ―特集 学校で もな く家庭で もな く

フリースペース :学校に行かない子どもを支える人々

/′ ほかJ 家族社 1995年 11月 300円

「月刊家族 118号 一特集 子育てが終わったときのパー

トナーシップ :夫婦の関係は変わる ?/ほ か」

1995年 12月 300円

「月刊家族119号 ―みんなまとめてあけま しておめで

とう//ほ か」 1996年 1月 300円

「婦人通信12月 号―世界女性会議『行動綱領』/ほか」

日本婦人団体連合会 1995年 12月 300円

「婦人通信1月 号 -1996年 国連『貧困根絶国際年』/
ほか」 1996年 1月 300円

「婦人通信2月 号―最近の金融不安/ほ か」

1996年 2月 300円

「女性ライフサイクル研究第5号 ―特集 阪神大震災 :

女の視点から捉え直す/ほ か」

女性ライフサイクル研究所 1995年 11月 1500円

「FLCニ ュースレターNo 16-特集 パー トナーとの

関係を考える/ほ か」

女性 ライフサイクル研究所 1995年 11月 300円

(松香堂で扱っているミニコミの最新情報です)

「パワーアップニュースVOL.16-内 藤弘正 さんイン

タビュー 3ゝ たりで半分こ/ほ か」

パワーアッププランニング 1995年 12月 300円

「W!FE No 257-特 集 ああ、マンション暮 らし/
グループわいお、 1996年 1月 550円

「HEARTあ いNEWS No.8-HEARTFUL INTER
VIEW金月真一氏/ほ か」

HEARTあ いNEWS編集部 1995年 12月 200円

「屋台村通信第4号 ―主人という言葉について/ほ か」

屋台村通信 1995年 11月 300円

「屋台村通信第5号 ―「孤独」について/ほ か」

1996年 1月 300円

「 トランタン新聞Vol.23-特集 仕事がしたい/ほ か」

トランタンネットワーク新聞社 1996年 1月 200円

「イヴイヴVol.2-主 婦3年すると使いモノにならない

『主婦3年説ああこうだ』/ほ か」

トランタンネットワーク新聞社 1995年 12月 500円

「コマーシャルの中の男女役割を問い直す会会報No 9」

コマーシャルの中の男女役割を問い直す会

1995年 11月 1000円

「仕事と女性ジャーナルNo.3-北京会議報告/ほ か」

女性と仕事研究所 1995年 11月 1000円

「女性学年報 16号 ―特集 私たちのセクシュアリティJ

日本女性学研究会 1995年 10月 1854円

「アジアに生きる女たちの21世 紀 No.5-北京で採択

された行動綱領/ほ か」

アジア女性資料センター 1995年 10月 500円

「北京世界女性会議 行動綱領日本語訳」

アジア女性資料センター 1995年 10月 1000円

「Beijing Declaration and Platform for Action」

アジア女性資料センター 1995年 10月 500円

「キャサリン・ A・ マッキノン講演会報告集 ―性暴力

からの生還のために」

性暴力を許さない女の会 1995年 11月 700円

「住民票続柄裁判7周年記録集 ―特集 高裁違憲判決

最高裁上告 行政の憲法違反 は許されるのか ?/ほ
か」

住民票続柄裁判交流会 1995年 11月 1000円

「従軍慰安婦問題と戦後50年 一今、私たちに何が求め

られているのか/ほ か」

藻川出版 1995年 10月 700円
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一

７

● ●力のサイクル
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ミニ コ ミの女たち

〈離婚サバイバーの本〉 (1200円 )

DAPPI相 沢 綾 子

一 ― 一ヽ ― …ヽ …ヽ
― ― …ヽ … … …ヽ

一 ― …ヽ … 一ヽ ― …ヽ … 一ヽ ― …ヽ 」

女の人が人生を前向きに生きるために離婚を決意す

るとき、「できるさ !」 と言 って力づけて くれる存在

がぜったい必要だと思ってこの本を創 りました。

「DAPPI」 は事実上、私とかとうの2人 でやってい

るのですが、2人 とも仙台の「女性のための離婚ホッ

トライン」のメンバーでもあり、夫からひどい目にあ

わされている妻の話を6年間聴いてきました。それは

「夫との関係で傷つ く」といったレベルではな く、具

体的には夫の暴力・ ギャンブル/借金禍・酒を飲んで

の乱行などで、家の外であれば確実に人権侵害として

告発の対象となるものをも含んでいました。

離婚をするにあたって一番大変なのは「決心をする」

ことだと私は思います。しかし多 くの場合、離婚を考

えはじめた女性は、自分の気持ちを整理する前にまず、

縁者や仲人に相談 したり法律相談・家裁の調停窓口を

訪ねるので、そこで矛盾 したア ドバイスをもらったり、

無用に傷ついてしまったりしています。縁者・ 仲人・

弁護士 。調停委員はカウンセラーではないし、その人

自身が「どうしたいのか」を決めてはくれないか らで

す。

ここ数年離婚本の出版が相次いでいますが、それらは

たいてい弁護士によって書かれていて「離婚には協議

離婚 。調停離婚・ 裁判離婚の三種類があります」か ら

始まります。これは「離婚論」の書き出しであって現

実に悩みの渦中にある人にとっては何のempowerment
にもなりません。必要とされているのは「不幸な結婚

生活に見切りをつけること」と「別居すること」 とい

う二つの難関を乗り切るための具体的手がかりなので

はないでしょうか。

この本は第一ステージ・ 決意編、第ニステージ・ 行

動を起 こす編、第ニステージ・正式に離婚する編の三

つの本編と巻末の離婚サバイバーたちへのインタビュー

のページからなっています。内容はワークブック形式

で、例えば第一ステージでは自分の気持ちを深化する

ために、現在の生活がどれだけス トレスフルであるか

を検討する欄があります。また結婚史を作成する頁 も

あり、そこで整理をしておけば、後に調停委員や弁護

士と会うことになったときに役立ちます。第ニステー

ジは別居の効用とそれの段取 り、第ニステージは法律

的な諸手続きです。

地元新聞で取 りあげられてからたくさんの問い合わ

せをいただきました。こういうのって「出会い」の問

題だと思いますので、みなさんどうぞ心の隅にお留め

置きください。

最後になりましたが、私たち「DAPPI」 の自己紹

介をします。

既成のメディアに載 らない女の「ほんとうのところ」

をす くい取って表現 していこうと、いろいろ企画を立

てて遊んでいます。'92年 には『仙台OL文 句本』を出

版 し好評を得ました。 '95年 末にはインターネット上

に「働 く女性のホームページDAPPI」 を公開 し、文

句本での呼びかけ以来続 くワーキングマザー通信をオ

ンライン化 しました。絶版 とした『仙台OL文 句本』

もここで読めますのでこちらもよろしくお願いします。

(http://www.sm rim.or.ip/shiOkO/)

『離婚サバイバーの本』(1200円 B5版 95ペ ージ)

購入の仕方

送料込みで1500円 を下記まで送って ください。

〒980 仙台中郵便局私書箱523号 DAPPI
サバイバー本係

※松香堂でも扱っています。
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=書 評=

『 ママは大臣、パパ育児 一ヨーロッパをゆさぶ る男女平等の政治』

三井マリ子著 明石書店 1995年 2060円

女たちの値切 られた賃金から収められた税がまたまた男たちに都合のよいように使われよう

としている。住専処理費に、政党への公費助成に。 これからも搾取され続けたいのか、それと

も女たちがかかえている問題に使わせるのか。私たち一人ひとりの政治的決断が今求められて

いる。

この本は1970年代のウーマン・ リブの力をどのように政治の場で花開かせていったかをスカ

ンジナビア諸国、イギ リス、オランダ、EUの議員たちを通 じて伝えてくれる。彼女たちは男

たちにのみ都合の良い税金の使い方を拒否 し続けている。そしてどんな政策にも選挙にも女の

立場からくらいついていく。

1994年のフィンランド大統領戦では、防衛大臣兼男女平等大臣を務めていたエリザベス候補

に対 し、別な大政党の女性部長が支持を表明。「裏切 り者」の糾弾を機に女性たちはますます

エリザベス支持にまわる。

スウェーデンでは1991年の選挙で女性議員を5%減 らしてしまった。スウェーデンの女性運

動家にとってこれは「絶対あってはならない事件」であった。「社民党が候補者を男女半々に

しなければ女性党を作る」と迫 り、結果は女性率40%、 大臣の半分が女性に。彼女たちにとっ

て「男性は女性の問題や立場を代弁はしない」が共通認識だ。

ブルントラント0ノ ルウェー首相は私と同年齢。一層彼女の足跡に興味が湧 く。1970年代末

に彼女は労働党党首、私は男女平等を主張する故に「革新政党」からも嫌われていた。1981年

42歳で彼女は首相に。同時に労働党の綱領に「党内のすべての選挙、指名において、どちらか

の性の少なくとも40%が選出されなければならない」が加えられた。

そして1985年の国勢選挙で労働党選挙名簿に40%ク ォーターと男女交互記載が実現 したので

あった。

日本のウーンマン・ リブ運動 も多 くのものを変えてきた。 しかし政治の場をノルウェーのよ

うに変えるのはこれからだ。『行動綱領』と合わせて学習するのに最適な書物である。

中嶋 里美 (男女平等運動家)

＝

原

稿

募

集

＝

上記の書評欄への投稿をお待ちしています。

女性の日で見直 した鋭い批評や、視点を変えた

ユニークなものをお寄せ ください。400字詰原

稿用紙に約2枚、900字前後です。掲載 させて頂

いた方には薄々謝、進呈致 します。

「あなたの情報 。私の情報」とコラム「わた

しの出会った本」は、知って欲しい本、ご意見・

情報交換等に御利用 ください。400字以内でお

願いします。但 しこれらの欄は、薄々謝 も差 し

上げられません。ご了承下さい。

尚、ご投稿は会員に限らせていただきます。

宛先は

〒602京 都市上京区下立売通西洞院西入

松香堂書店「ウイメンズ ブックス係」

です。

次号の締切は 1996年 4月 20日 。

たくさんのご投稿をお待ちしています。

※次号は1996年 5月 27日 発行の予定です。

編 集 室 か ら

☆「女性と自立 :こ ころ編」と題 して特集を組んでみ

ました。これからもできるだけ特集を立てたいと思

います。ご意見、ご希望をお寄せ下さい。

(い けしま ようこ)

☆『 フランスには、なぜ恋愛スキャンダルがないのか ?』

を読むと、日本にはなぜ恋愛が生まれないのか ?

がよくわかる。誇 りを失わず、ソロの関係を生 きる

女と男、女と女。やっぱリフランスは恋愛の国。

立春 もすぎ、春とおからじ。  (や ぎ みね)

☆小売部門が大阪の ドーンセンターに移ってから、一

年余りがたちました。店のスペースが狭 くて皆 さま

にご不便をおかけしていますが、「ウイメンズ ブッ

クス」でご紹介 した本は、重点的に品揃えしていま

す。ぜひお誘い合せお立寄 りください。

(な かにし とよこ)


